
核兵器禁止条約発効を契機とし、核兵器のない世界の実現に向けて、 

主 導 的 役 割 を 果 た す こ と を 求 める 意 見 書  

 

2017年 ７ 月 に 国 連 で 採 択 さ れ て以 来 、 その 批 准 国 が 50か 国 を 超え 、 長 年に わ た

り 市 民 社 会 がそ の 実 現 を 望 み 続 けて き た歴 史 的 な 核 兵器 禁 止 条約 が 、 2021年 １ 月

22日 に 発 効 され た 。  

こ の 条 約 に よ り 、 核 兵 器 と い うも の が 国連 憲 章 、 国 際法 、 国 際人 道 法 、国 際 人

権 法 の い ず れ に も 反 す る も の で あり 、 核兵 器 の 開 発 と実 験 は もと よ り 製造 と 保 有

か ら 使 用 と 威 嚇 に 至 る ま で 一 切 の例 外 を許 さ ず 禁 止 され 、 核 兵器 は 地 球上 に 存 在

し 続 け て は な ら な い 兵器 で あ る こ と が 明確 に 規 定 さ れた 。  

1945年 ８ 月 ６ 日 と ９ 日 、 広 島 と長 崎 に アメ リ カ の 原 子 爆 弾 が 投下 さ れ 、唯 一 の

戦 争 被 爆 国 とな っ た 日 本 で あ る が、 被 爆者 の 皆 様 の 熱意 と 市 民社 会 か らの 支 持 と

連 帯 に よ り 、核 兵 器 禁 止 条 約 の 発 効 へ 大き な 貢 献 を 果た し た 。  

 横 浜 市 は 1987年 、 国 際 平 和 に 関わ る 様々 な 取 組 が 評価 さ れ 、広 島 市 、長 崎 市 と

と も に 国 連 か ら ピ ー ス メ ッ セ ン ジャ ー の称 号 が 授 与 され 、 そ れ以 来 、 あら ゆ る 核

実 験 へ の 抗 議 を 重 ね る と と も に 、平 和 首長 会 議 の 一 員と し て も広 島 、 長崎 を は じ

め と す る 内 外 の 都 市 と 連 携 し な がら 、 核兵 器 の な い 世界 の 実 現を 目 指 して 取 組 を

進 め て き た 。  

 横 浜 市 会 にお い て も 、 2017年 ３月 24日に は 核 兵 器 のな い 世 界の 実 現 を強 く 求 め

る 決 議 を 行 い、 決 議 文 を 核 兵 器 禁止 条 約交 渉 会 議 に 届け る と とも に 、 2018年 ６ 月

15日 に は 全 会一 致 で 横 浜 市 国 際 平和 の 推進 に 関 す る 条例 を 制 定し 、 こ れら を 踏 ま

え て 市 長 は 2018年 10月 15日 に 核 兵器 を 禁止 し 廃 絶 す る条 約 を 結ぶ こ と をす べ て の

国 に 求 め る ヒバ ク シ ャ 国 際 署 名 に 署 名 した 。  

 新 型 コ ロ ナウ イ ル ス 感 染 症 に より 世 界中 が 深 刻 な 危機 に 直 面し て い る今 だ か ら

こ そ 、 連 帯 の力 で 困 難 な 局 面 を 乗り 越 える と と も に 、国 家 の 安全 保 障 とい う 対 立

に よ る 悲 劇 を収 束 し 、 全 て の 人 類 に 安 全を 守 る 方 向 への か じ 取り が 求 めら れ る 。  

 よ っ て 、 国に お か れ て は 、 核 兵器 保 有国 と 非 保 有 国の 真 の 橋渡 し 役 とし て 主 導

的 役 割 を 積 極的 に 果 た さ れ る よ う 強 く 要望 す る 。  

こ こ に 横 浜 市 会 は 、 全 会 一 致 をも っ て 、地 方 自 治 法 第 99条 の 規定 に よ り意 見 書

を 提 出 す る 。  



令 和 ３ 年 ３ 月 23日  

 

 衆 議 院 議 長 

 参 議 院 議 長    

 内 閣 総 理 大 臣   

 外 務 大 臣                 

 

横 浜 市 会 議 長  

横  山  正  人   

 

宛 て  


